
介護福祉士・介護職員等が喀痰吸引等業務を行うまでの流れ
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①左記以外の介護福祉士 

②ヘルパー等の介護職員 

③特別支援学校の教員等 

登録喀痰吸引等事業者で 

介護福祉士として 

喀痰吸引等の業務を実施 

※３参照 

登録研修機関で 

喀痰吸引等研修を受講 

< 基本研修（講義・演習）・実地研修 >

登録研修機関から 

修了証を受領 

登録特定行為事業者で 

認定特定行為業務従事者として 

喀痰吸引等の業務を実施 

※３参照 

 
 

申請先：静岡県 

「認定特定行為業務従事者認定証」の

交付を申請 

本表は、基本的な流れになります。 

※1事業者の登録については、「登録喀痰吸引等事業者（登録特定行為事業者）の登録」をご覧ください。 
※2 就業先が登録喀痰吸引等事業者でない場合等は、介護福祉士であっても登録研修機関で実地研修を受講することも可

能なため、登録研修機関にお問い合わせください。ただし、介護福祉士として喀痰吸引等を実施するには、就業先が登

録喀痰吸引等事業者である必要がありますので御留意ください。 

※3 実施できる行為の種類は、事業者が登録を受けた行為で、かつ、介護福祉士登録証に付記された行為又は従事者認定

を受けた行為のみです。 

届出先：（公財）社会福祉振興・試験センター

実地研修を修了した行為を届出 

↓ 

介護福祉士登録証に付記される 

就業先の「登録喀痰吸引等事業者」から

修了証を受領 

介護福祉士証に付記 

就業先の「登録喀痰吸引等事業者」で

実地研修を受講 ※１、２参照

（登録喀痰吸引等事業者となるには、登録が必

要です。） 

①平成 29 年 1 月以降の国家試験合格者

②上記以外の介護福祉士であって、介護

福祉士養成課程等において医療的ケ

アに関する研修課程を修了した者 
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